
沖縄・辺野古の海が 12月にも土砂で埋められようとしている、と一部で報道されています。「美ら海」 

が米軍基地建設のために壊されようとしています。 

沖縄の人々は、「辺野古基地建を認めない」公約を掲げた玉城デニーさんを圧倒的な数で知事に選び 

ました。病に倒れた翁長前知事も一貫して新基地建設に反対し続け、工事が数々の違法な状態にある 

ことから「埋立て承認」を撤回したのです。 

  ところが政府・防衛省は、「行政不服審査」を国土交通大臣に請求しました。行政によって不利益を 

被った市民・個人が行政を訴えることができる権利としての「行政不服審査請求」を、国が（しか 

も身内である）国土交通省に提出するという茶番を演じたのです。そして国交相はいとも簡単に 

「撤回」の効力を停止する決定を下しました。 

ルールを無視し、全く民意を尊重せずに沖縄に軍事基地を押し付け続ける安倍政権。 

しかし、沖縄の人々は、決してあきらめることなく、命と沖縄の未来をかけて政府の暴走に抵抗して 

います。これは沖縄の人々の問題ではありません。「本土」の私たちが考えなければいけない問題です。 

民意を踏みにじり、かけがえのない豊かな自然を壊す政府の暴挙にＮＯ！の声を上げましょう。 

 

 

 

 

12月にも辺野古の海に土砂投入か（報道） 

主 催：辺野古の海を土砂で埋めるな！首都圏連絡会 

連絡先：辺野古への基地建設を許さない実行委員会 

Tel 090-3910-4140（沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック） 

平和を実現するキリスト者ネット Tel＆Fax:03-3813-2885 

辺野古・高江を守ろう！NGOネットワーク 

Email:henokotakaengo@gmail.com 
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